
ご
家
族
・ご
面
会
者
の
皆
様
へ
（お
願
い
） 

こ
れ
か
ら
の
時
期
は
食
中
毒
が
発
生
し
や
す
い
季

節
と
な
り
ま
す
。
当
施
設
で
は
、
ご
利
用
者
様
の
「
健

康
と
衛
生
面
」
の
管
理
の
た
め
、
食
べ
物
の
持
ち
込
み

は
ご
遠
慮
頂
い
て
お
り
ま
す
。 

止
む
を
得
ず
、
持
ち
込
ま
れ
る
場
合
に
は
、
必
ず

職
員
に
ご
相
談
下
さ
い
。 

職
員
が
知
ら
な
い
ま
ま
放
置
さ
れ
ま
す
と
管
理
で

き
ず
に
、
「食
中
毒
発
生
」
や
「誤
嚥
・誤
飲
」に
よ
る
窒

息
の
原
因
と
な
り
ま
す
。 

尚
、
同
部
屋
内
の
ご
利
用
者
様
に
飲
食
物
を
お
渡

し
す
る
事
も
ご
遠
慮
下
さ
い
。 
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「介
護
保
険
負
担
限
度
額
認
定
証
」の
更
新 

現
在
、
「
介
護
保
険
負
担
限
度
額
認
定
証
」
の
発
行

を
さ
れ
て
い
る
方
の
有
効
期
限
は
来
月
七
月
三
十
一
日

で
す
。 

①
昨
年
の
所
得
額
等
に
よ
り
、
住
所
地
の
市
区
町
村
か

ら
「
介
護
保
険
負
担
額
の
更
新
手
続
き
」
の
案
内
が

郵
送
さ
れ
ま
し
た
ら
、
お
早
め
に
手
続
き
を
お
願
い

し
ま
す
。 

②
新
し
い
「
介
護
保
険
負
担
限
度
額
認
定
証
」
が
届
き

ま
し
た
ら
、
必
ず
受
付
窓
口
に
ご
提
出
く
だ
さ
い
。 

二十四節季 

オ
キ
ド
キ
ニ
ュ
ー
ス 

六
月
号 

芒
種
（
ぼ
う
し
ゅ
） 

六
月
五
日 

雑
穀
の
種
蒔
き
を
す
る
時
期
。
田
植
え
の 

時
期
に
入
る
。 

夏
至
（
げ
し
） 

 
 

六
月
二
十
一
日 

昼
間
の
時
間
が
一
番
長
く
な
る
。 

  

衣
替
え
の
季
節
で
す 

！ 

①
今
夏
も
冷
房
温
度
は
、
原
則
28
℃
に
設
定
さ
せ
て

頂
き
ま
す
（
但
し
、
外
気
温
に
よ
っ
て
は
28
℃
以
下

に
変
更
致
し
ま
す
）
。 

②
薄
手
の
衣
類
と
の
交
換
を
お
願
い
し
ま
す
。 

③
居
室
は
限
ら
れ
た
居
住
空
間
の
中
で
、
お
互
い
に
利

用
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
使
用
に
な
ら
な
い
「
衣

類
」
「
ク
ラ
ブ
作
品
」
な
ど
は
、
こ
の
機
会
に
お
持
ち

帰
り
頂
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 

な
お
、
衣
類
を
お
持
ち
頂
く
際
に
は
、
必
ず
お
名
前
を

お
書
き
く
だ
さ
い
。 

 

 

お 

や 
つ 
喫 

茶 
 

 

五
月
四
日
（ 

土
曜
日
）
食
堂
に
て
入
所
の
ご
利

用
者
様
を
対
象
に
「
お
や
つ
喫
茶
」
を
催
し
ま
し

た
。
今
回
は
利
用
者
の
皆
様
と
一
緒
に
「
柏
餅
」

を
作
っ
て
か
ら
お
茶
を
楽
し
む
こ
と
に
し
ま
し

た
。
柏
餅
は
、
ホ
ッ
ト
プ
レ
ー
ト
を
使
い
薄
皮
に
は

色
付
け
に
ヨ
モ
ギ
粉
を
入
れ
て
焼
き
、
丸
め
た
餡
を

薄
皮
・
柏
の
葉
で
包
み
出
来
上
が
り
、
利
用
者
の
皆

様
美
味
し
く
召
し
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。 

外
出
す
る
こ
と
の
少
な
い
ご
利
用
者
の
皆
様
に

は
、
多
少
な
り
と
も
甘
味
喫
茶
の
雰
囲
気
を
味
わ

っ
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
た
よ
う
で
、
楽
し
い
催
し

と
な
り
ま
し
た
。 

  
 

 
 

 
 

 

旨
い
も
ん
丼
め
ぐ
り 

他
人
丼 

「
他
人
丼
」
は
、
鶏
肉
以
外
の
肉
を
玉
葱
な
ど
と

一
緒
に
割
り
下
で
煮
て
、
鶏
卵
で
と
じ
て
丼
飯
の
上

に
乗
せ
た
、
丼
物
の
一
種
で
す
。
「
他
人
丼
」
は
、
鶏

卵
の
親
で
あ
る
「
鶏
」
以
外
の
肉
（ 

牛
肉
や
豚
肉
な

ど
）
を
使
用
し
た
卵
と
じ
の
丼
も
の
を
言
い
ま
す
。

明
治
初
期
の
文
明
開
化
で
日
本
に
入
っ
て
き
た
「
玉

葱
」
と
農
耕
用
家
畜
の
食
用
転
用
に
よ
り
牛
肉
を
用

い
た
こ
と
か
ら
、
「
他
人
丼
」
の
呼
び
名
が
付
い
た
よ

う
で
す
。
「
他
人
丼
」
。
関
西
の
「
他
人
丼
」
、
文
明
開

化
で
牛
肉
が
一
般
化
さ
れ
て
き
た
か
ら
関
東
で
は

「
開
化
丼
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
も
地
域
が
違
う

と
由
来
も
呼
び
方
も
異
な
る
よ
う
で
す
。 

           

昼食にご提供！ 

 

6月 18 日 

写真はイメージです。お出しするものとは 

異なりますのでご了承下さい。 

関
西
は
「牛
肉
」 

関
東
は
「豚
肉
」 

 

な
ぜ
関
西
は
「牛
肉
」、
関
東
は
「豚
肉
」が
根
付
い

た
の
か
と
い
う
と
、
諸
説
は
色
々
あ
り
ま
す
。
有
力
な

説
は
、
明
治
の
初
め
文
明
開
化
の
頃
、
農
耕
用
家
畜

の
食
用
転
用
に
、
大
き
く
か
か
わ
っ
て
い
ま
す
。 

も
と
も
と
農
耕
や
荷
車
引
き
に
関
西
か
ら
西
で
は

農
耕
用
の
「牛
」を
飼
っ
て
い
た
た
め
、
「牛
肉
」が
手
に

入
り
や
す
か
っ
た
の
で
、
こ
れ
が
牛
肉
の
大
き
な
供
給

源
と
な
っ
た
そ
う
で
す
。
関
西
か
ら
西
で
、
牛
が
農
耕

に
用
い
ら
れ
た
の
は
、
パ
ワ
ー
が
あ
り
、
農
耕
の
生
産

性
が
高
い
た
め
一
番
適
し
て
い
た
。
ま
た
、
関
西
か
ら

西
は
概
ね
温
暖
な
地
区
が
多
く
、
冷
肥
や
期
間
の
問

題
が
少
な
く
、
家
畜
と
し
て
「牛
」が
主
流
に
な
っ
て
い

っ
た
よ
う
で
す
。
鎌
倉
末
期
の
『国
牛
十
図
』
と
い
う

国
内
の
牛
を
説
明
し
た
著
書
に
は
、
牛
は
箱
根
よ
り

西
の
土
地
の
み
、
関
東
か
ら
北
に
は
一
頭
も
な
い
そ

う
で
す
。
一
方
関
東
か
ら
北
で
は
、
冬
が
長
く
農
耕

適
期
が
短
い
た
め
、
作
業
の
ス
ピ
ー
ド
が
早
い
こ
と
が

要
求
さ
れ
た
事
に
加
え
、
馬
の
糞
が
発
酵
に
よ
っ
て
地

熱
を
高
め
る
効
果
が
あ
り
、
牛
の
糞
は
「冷
肥
」で
、

寒
冷
地
の
肥
料
に
は
ま
っ
た
く
不
向
き
だ
っ
た
た
め
、

「馬
」が
主
流
に
な
っ
て
い
っ
た
よ
う
で
す
。
関
東
か
ら

北
で
は
、
馬
肉
が
広
が
る
は
ず
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
が
、
「馬
」は
肉
料
が
少
な
く
、
食
用
飼
育
に
は
生

産
性
が
悪
か
っ
た
こ
と
。
明
治
以
降
広
ま
っ
た
西
洋
肉

食
文
化
で
、
肉
量
が
多
く
生
産
性
の
高
い
「豚
」が
、
関

東
に
普
及
し
ま
し
た
。 

   

【 

消
防
設
備
点
検
の
お
知
ら
せ 

】 

当
施
設
で
は
、
消
防
法
に
基
づ
き
、
左
記
日
程
で
消

防
設
備
の
点
検
作
業
と
併
せ
て
消
防
訓
練
を
予
定
し

て
お
り
ま
す
。
点
検
中
は
廊
下
、
居
室
な
ど
各
所
に
作

業
員
が
立
入
り
ま
す
が
ご
了
承
下
さ
い
。 

ま
た
、
作
業
の
際
に
は
、
非
常
ベ
ル
が
鳴
り
ま
す

が
、
点
検
の
た
め
で
す
の
で
、
火
災
と
間
違
え
な
い
よ

う
に
お
願
い
致
し
ま
す
。 

  

日 
 

時 

６ 

月
５ 

日
（ 

水
曜
日
） 

 

 

作
業
時
間 

 

午
後
一
時
よ
り 

三
時
間
程
度 

 
 

 

  
 

 
 

 
 

 
 

 

総
務
課
よ
り 

 

利
用
料
の
お
支
払
い
は
、
毎
月
十
五
日
迄
に
お

願
い
し
ま
す
。
窓
口
で
の
支
払
い
は
午
前
九
時
～

午
後
四
時
の
間
、
年
中
無
休
で
す
。 

 

    

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
証
を 

お
持
ち
の
方
へ 

お
手
元
の
「
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
証
」
の
有
効

期
間
は
こ
の
七
月
三
十
日
で
す
。
お
住
ま
い
の
市
区
町

村
か
ら
、
７
月
中
に
簡
易
書
留
に
て
ご
自
宅
に
新
し
い

「
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
証
」
が
届
き
ま
す
。
お
手

元
に
届
き
ま
し
た
ら
お
手
数
で
す
が
、
受
付
ま
で
お
持

ち
頂
く
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 
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